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        No. 2579
2022 年 3 月 28 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
。「
23
日
、ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
大
統
領
が
日
本
の
国

会
に
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
で

演
説
し
た
」「
ロ
シ
ア
の
軍

事
侵
略
へ
の
深
い
怒
り
と

と
も
に
自
国
を
守
り
抜
く

強
い
意
志
・
決
意
を
感
じ

　

国
連
総
会
緊
急
特
別
会

合
で
24
日
、
決
議
「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
の
人
道
的
結

果
」
が
、
国
連
加
盟
国

１
９
３
カ
国
の
７
割
超
え

る
１
４
０
カ
国
が
賛
成
、

圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
は

ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
略
と
戦

争
犯
罪
を
非
難
し
、
結
束

す
る
揺
る
が
ぬ
意
志
を
示

し
ま
し
た
。（
反
対
は
ロ
シ

ア
な
ど
５
カ
国
、
棄
権
は

中
国
な
ど
38
カ
国
）。

　

決
議
は
人
口
密
集
地
へ

の
空
爆
や
民
間
人
へ
の
攻

撃
、学
校
、医
療
施
設
、水

国
連
総
会

人
道
決
議
採
択
　
１
４
０
ヵ
国
賛
成

ウ
ク
ラ
イ
ナ
無
差
別
攻
撃
を
非
難

た
」「
原
発
へ
の
攻
撃
や
サ

リ
ン
な
ど
化
学
兵
器
使
用

の
こ
と
に
触
れ
て
い
た
。

大
量
破
壊
兵
器
の
使
用
は

絶
対
許
し
て
は
い
け
な

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
24
日
、ロ
シ
ア
の
軍
事

侵
攻
か
ら
１
カ
月
が
た
っ

た
」「
キ
エ
フ
な
ど
で
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
軍
が
押
し
戻
し

て
い
る
と
い
う
」「
マ
リ
ウ

ロシアのウクライナ侵略反対！
（衆院第２議員会館前 19 日）

道
・
衛
生
設
備
な
ど
へ
の

攻
撃
を
挙
げ
て
「
ロ
シ
ア

に
よ
る
敵
対
行
為
が
引
き

起
こ
し
た
悲
惨
な
人
道
的

結
果
に
遺
憾
を
表
す
る
」

と
明
記
。
ロ
シ
ア
軍
の
即

時
撤
退
を
求
め
た
2
日
の

総
会
決
議
の
完
全
履
行
を

求
め
る
と
と
も
に
、
敵
対

行
為
の
即
時
停
止
、
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
諸
条
約
等
の
国
際

人
道
法
の
尊
重
、
民
間
人

保
護
、
病
院
等
民
間
施
設

の
保
護
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ

る
都
市
包
囲
の
解
除
な
ど
、

深
刻
な
人
道
危
機
を
打
開

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
て

い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
同
日
、
決
議
の
採

択
を
歓
迎
し
、「
ロ
シ
ア
が

国
際
社
会
の
総
意
に
従
う

こ
と
を
強
く
求
め
る
」
と

す
る
談
話
を
発
表
し
ま
し

た
。

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
12
の
団
体
・
個
人

即
時
停
戦
、
核
兵
器
禁
止
を
求
め
る

　

核
戦
争
防
止
国
際
医
師

会
議
な
ど
ノ
ー
ベ
ル
平
和

男女間の賃金格差
勤務ゼロですでに 4.3 万円の格差

賞
を
受
賞
し
た
12
の
団
体

と
個
人
は
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
関

し
て
声
明
を
発
表
（
17

日
）。「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

受
賞
者
と
し
て
わ
れ
わ
れ

は
戦
争
と
核
兵
器
を
拒
否

す
る
」と
表
明
。「
地
球
の

破
壊
を
脅
迫
す
る
者
」
か

ら
地
球
を
守
る
こ
と
を
世

界
の
市
民
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

声
明
は
ロ
シ
ア
と
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
に
対
し
、
今
回
の
紛

争
で
い
か
な
る
核
兵
器
も

使
用
し
な
い
と
明
言
す
る

こ
と
を
要
求
。
ま
た
似
た

よ
う
な
核
の
危
険
に
二
度

と
直
面
し
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、「
核
兵
器
を
禁
止

し
、
廃
絶
す
る
時
は
ま
さ

し
く
今
だ
」
と
訴
え
て
い

ま
す
。

　

声
明
に
名
を
連
ね
た
の

は
、
核
兵
器
廃
絶
国
際

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
）、
国
際
平
和
ビ
ュ
ー

ロ
ー
（
Ｉ
Ｐ
Ｂ
）、米
国
の

ジ
ョ
デ
ィ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
氏
、
イ
ン
ド
の
カ
イ

ラ
シ
ュ
・
サ
ト
ヤ
ル
テ
ィ

氏
な
ど
で
す
。

ポ
リ
で
は
ロ
シ
ア
軍
の
無

差
別
攻
撃
が
激
化
し
深
刻

な
人
道
危
機
が
続
い
て
い

る
」「
停
戦
交
渉
は
難
航
し

進
展
し
て
い
な
い
」「
24

日
、
国
連
総
会
で
ウ
ク
ラ



2022 年 3 月 28 日（月）	 　　　　　　　　　　　インピーダンス　　　　　　  　　　　　　　　　　No.2579（２）

【
職
場
か
ら
の
続
き
】

平和を願うミニコンサート

　ウクライナ出身
　　　　バンドゥーラ奏者
　カテリーナ・グジーさんによる演奏会

核兵器禁止条約 批准
　　60 カ国目

コートジボワール批准

　

西
ア
フ
リ
カ
の
コ
ー
ト

ジ
ボ
ワ
ー
ル
が
23
日
、
核

イ
ナ
に
対
す
る
無
差
別
攻

撃
を
非
難
す
る
決
議
が

１
４
０
カ
国
の
賛
成
で
採

択
さ
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

社
会
情
報
研
究
所
（
Ｓ

Ｖ
総
研
）
の
組
織
見
直
し
。

「
激
化
す
る
サ
イ
バ
ー
脅

威
に
対
応
す
る
た
め
と
い

う
」「
４
月
１
日
実
施
。
ロ

ケ
移
動
は
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
22
日
、ま
ん
延
防
止
措
置

が
全
国
で
解
除
さ
れ
た
」

「
飲
食
店
の
時
短
営
業
や

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
人
数
、

外
出
・
移
動
の
自
粛
制
限

が
停
止
さ
れ
た
」「
東
京
都

の
感
染
は
少
し
づ
つ
減
っ

て
い
る
が
高
止
ま
り
状
態

だ
」「
３
月
と
い
う
移
動
の

時
期
、
感
染
拡
大
が
心
配

だ
」「
友
人
が
コ
ロ
ナ
に
感

染
し
、
自
分
に
も
コ
ロ
ナ

が
近
づ
い
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
ア
ジ
ア

最
終
予
選
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
戦
で
勝
利
し
７
大
会

連
続
出
場
を
決
め
た
（
24

日
）。「
最
終
予
選
開
幕
３

戦
で
２
敗
し
予
選
突
破
は

無
理
と
思
っ
て
い
た
」「
森

を
実
施
す
る
」「
解
説
者
陣

が
各
球
団
の
力
が
拮
抗
し

順
位
予
想
が
難
し
い
と
嘆

い
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

北
朝
鮮
が
新
型
Ｉ
Ｃ
Ｂ

Ｍ
の
発
射
実
験
（
24
日
）。

「
北
海
道
沖
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
内

に
落
下
し
た
」「
弾
道
ミ
サ

イ
ル
の
活
動
を
禁
じ
る
国

連
安
保
理
決
議
違
反
だ
。

許
せ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

20
日
、
東
京
で
桜
が
開

花
。「
観
測
史
上
最
速
だ
っ

た
去
年
よ
り
６
日
遅
く
、

平
年
よ
り
４
日
早
い
」「
友

人
と
の
花
見
会
は
今
年
も

中
止
に
し
た
」

日時：３月２９日 ( 火 ) １２～１３時
場所：武蔵野市庁舎１階ロビー　
主催：武蔵野市、㈶武蔵野市文化事業団、㈶武蔵

　　　野市国際交流協会、武蔵野市非核都市宣言

　　　平和事業実行委員会

協力：武蔵野市赤十字奉仕団

無料。申し込みは不要です。

　

日
本
共
産
党
の
宮
本
衆

院
議
員
は
18
日
、
都
内
の

ベ
ラ
ル
ー
シ
大
使
館
を
訪

れ
、
ロ
シ
ア
支
援
を
止
め

る
よ
う
イ
エ
シ
ン
駐
日
大

使
に
要
請
し
ま
し
た
。

　

宮
本
氏
は
２
月
24
日
の

志
位
委
員
長
の
声
明
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
断
固
糾

弾
す
る 

ロ
シ
ア
は
軍
事

作
戦
を
直
ち
に
中
止
せ

よ
」
を
手
渡
し
、「
悲
惨
な

ロ
シ
ア
へ
の
支
援
止
め
よ

　
　
宮
本
徹
議
員

　
　
駐
日
ベ
ラ
ル
ー
シ
大
使
と
会
談

兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
批

准
し
た
の
は
60
カ
国
目
に

な
り
ま
し
た
。

　

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
は

昨
年
10
月
の
国
連
総
会
第

１
委
員
会
で
「
核
兵
器
の

な
い
世
界
を
断
固
と
し
て

促
進
す
る
」
と
発
言
し
て

い
ま
し
た
。

保
監
督
の
戦
法
に
選
手
が

応
え
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

選
抜
高
校
野
球
大
会
開

幕
（
19
日
）。「
１
回
戦
を

勝
利
し
た
広
島
商
業
が
新

状
況
が
拡
大
し
て
い
る
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
対
ロ
シ
ア

軍
事
支
援
を
止
め
、
戦
争

　

大
使
が
「
本
国
に
必
ず

伝
え
る
」「
戦
争
に
は
反

対
」
と
し
つ
つ
も
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
は
ロ
シ
ア
の
同
盟

国
と
し
て
支
援
、
ロ
シ
ア

軍
に
よ
る
病
院
や
劇
場
へ

の
攻
撃
は
「
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
」
な
ど
と
述
べ

た
の
に
対
し
、
宮
本
氏
は

「
フ
ェ
イ
ク
で
な
く
事
実

だ
」と
強
調
。「
米
国
の
ア

フ
ガ
ン
、
イ
ラ
ク
戦
争
な

ど
に
反
対
し
た
党
と
し
て
、

ロ
シ
ア
を
含
む
す
べ
て
の

国
が
国
連
憲
章
を
厳
守
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

非正規研究者を守れ
　大量雇い止め中止を
田村智子議員  国会で要求

　

日
本
共
産
党
の
田
村
智

子
議
員
は
８
日
の
参
院
内

閣
委
員
会
で
、
２
０
２
３

年
３
月
に
懸
念
さ
れ
る
理

研
な
ど
に
よ
る
非
正
規
研

究
者
の
雇
い
止
め
を
中
止

さ
せ
る
よ
う
国
の
指
導
を

求
め
ま
し
た
。

　

労
働
契
約
法
の
特
例
で
、

非
正
規
の
研
究
者
は
通
算

雇
用
期
間
10
年
で
無
期
雇

用
転
換
権
が
発
生
し
ま
す

が
、
法
施
行
10
年
目
を
迎

え
る
23
年
４
月
の
直
前
に
、

国
立
研
究
開
発
法
人
や
国

立
大
学
法
人
に
よ
る
無
期

転
換
逃
れ
の
大
量
雇
い
止

め
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

田
村
氏
は
、
国
立
研
究

開
発
法
人
に
よ
る
雇
い
止

め
の
危
険
が
あ
る
研
究
者

は
１
３
９
０
人
、
全
職
員

数
の
２
・
９
％
に
上
り
ま

す
。
理
研
で
は
６
０
０
人

の
雇
い
止
め
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、
60
の
最
先
端
研

究
チ
ー
ム
が
解
散
の
危
機

に
あ
り
ま
す
。

型
コ
ロ
感
染
で
大
会
参
加

を
途
中
辞
退
し
た
」「
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
で
選
手
ら
９
名
の

陽
性
が
判
明
し
た
。
気
の

毒
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
開
幕
（
25

日
）。「
３
年
ぶ
り
に
人
数

制
限
な
し
、
延
長
12
回
制

を
一
刻
も
早
く
止
め
解
決

す
る
役
割
を
果
た
し
て
ほ

し
い
」
と
求
め
ま
し
た
。


